
企
業
も
地
球
人
と
し
て
生
き
る

［翠
馨
恐
墜
算
瓢
稽
組
み
条
約
第
２５

回
締
約
国
会
議

（Ｃ
Ｏ
Ｐ
２５
）
が
ス

ペ
イ
ン
の
首
都
マ
ド
リ
ー
ド
で
２
日

か
ら
開
催
中
で
あ
る
。
今
年
も
世
界

中
で
熱
波
や
豪
雨
な
ど
に
よ
る
さ
ま

ざ
ま
な
被
害
が
相
次
い
だ
。
日
本
に

お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
地
球
温

暖
化
は

一
層
深
刻
さ
を
増
し
て
き
て

い
る
こ
と
を
世
界
中
の
人
々
が
実
感

し
て
き
た
。

健
康
に
影
響
を
与
え
る
環
境
に

は
、
地
球
上
の
す
べ
て
の
生
物
に
直

‐‐■⑩■‐‐

接
的

・
間
接
的
に
影
響
を
与
え
る
あ

ら
ゆ
る
も
の
が
含
ま
れ
る
。
自
然
環

境
と
社
会
的
環
境
に
大
別
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
が
、
自
然
環
境
に
は
さ
ら

に
物
理
環
境

（日
照
や
温
熱
、
紫
外

線
や
騒
音
、
振
動
等
）
、
化
学
環
境

（大
気

ｏ
水

・
土
壌

・
化
学
物
票
な

ど
）
、
生
物
環
境

（人
間
を
含
む
動

物

・
植
物

・
そ
の
他
微
生
物
な
ど
）

が
含
ま
れ
る
¨
社
会
的
環
境
に
は
、

改
系
一、
経
済
、
文
化
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
人
間
活
動
が
含
ま
れ
る
。

二戸 真子
経済経営学部教授

国
連
グ
ロ
ー
バ
ル

・
コ
ン
パ
ク
ト

八
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｃ
＝
Ｃ
ユ
な
Ｏ
Ｚ
■
一ｏ
一
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つ
ぎ
げ
≧
ｏ
ｏ
日
０
”
２
）
と
は
、
各

企
業

・
団
体
が
責
任
あ
る
創
造
的
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
社
会
の
良
き

百
興
と
し

て
行
動
し
、
持
続
可
能
な
成
長
を
実

現
す
る
た
め
の
世
界
的
な
枠
組
み
作

り
に
参
加
す
る
自
発
的
な
取
り
組
み

を
意
味
す
る
。
当
時
の
国
連
事
務
総

長
で
あ
っ
た

コ
フ
ィ
ー

・
ア
ナ
ン
氏

が
、
１
９
９
９
年
の
世
界
経
済
フ
ォ

ー
ラ
ム

（ダ
ボ
ス
会
議
）
に
お
い
て
、

企
業
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
解
決

へ

の
参
画
を
求
め
、
世
界
の
経
営
ト
ッ

プ
に

「人
間
の
顔
を
し
た
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
へ
の
取
り
組
み
を

促
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
さ
れ
て

い
る
。

Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｃ
に
お
い
て
は
、
２
０
１

９
年
１１
月
２０
日
時
点
で
、
世
界
約
１

６
０
カ
国
以
上
の
１
万
３
９
１
２
の

企
業
を
含
む
各
種
団
体
が
、
「人
権
」

。

「労
働
」

。

「環
境
」

。

「腐
敗

防
止
」
の
４
分
野

。
１０
原
則
を
軸
に

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
世
界
各
国

の
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
持

続
可
能
な
発
展
を
目
指
す
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、

日
本
に
お
い
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル

・

コ
ン
パ
ク
ト

・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

・
ジ

ャ
パ
ン
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Ｇ
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が
０３
年
１２
月
に
発
足
し
て
お
り
、
日

本
の
各
企
業
も
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｃ
に
署
名

し
、
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

国
連
グ
ロ
ー
バ
ル

・
コ
ン
パ
ク
ト

に
お
け
る
１０
原
則
の
う
ち
、
原
則
７

か
ら
９
ま
で
が
環
境
に
関
す
る
内
容

と
な

っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
原

則
７
‥
企
業
は
環
境
上
の
課
題
に
対

す
る
予
防
原
則
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
支

持
す
べ
き
で
あ
る
ヽ
原
則
８
‥
企
業

は
、
環
境
に
関
す
る
よ
り
大
き
な
賣

任
を
率
先
し
て
引
き
受
け
る
べ
き
で

あ
る
、
原
則
９
‥
企
業
は
環
境
に
優

し
い
技
術
の
開
発
と
普
及
を
奨
励
す

べ
き
で
あ
る
。

宇
宙
か
ら
見
て
も
青
く
美
し
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
命
に
盗

（あ
ふ
）
れ

て
い
る
素
晴
ら
し
い

「地
球
」
を
、

経
済
活
動
の
か
な
め
で
あ
る
企
業
が

中
心
と
な
り
、
守
り
扱
い
て
い
た
だ

き
た
い
。

い
ち
の
へ

。
し
ん
こ
　
１
９
６
６
年
生
。
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系

研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士

（保
健
学
）
。
北
海
道
医
療
大
学
専
任

講
師
、
高
崎
健
康
福
祉
大
学
助
教
授
、
上
武
大
学
教
授
を
経
て
２
０
１

３
年
４
月
か
ら
現
職
。
専
門
は
医
療

・
健
康
経
営
学
、
管
理
学
。
主
な

著
書

『グ
ロ
ー
バ
ル

・
ヘ
ル
ス

・
ビ
ジ
ネ
ス
』

（日
本
経
済
評
論
社
）
、

『
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』

（社
会
評
論
社
）
、

『賢
い
医
療
消
費
者
に
な
る
た
め
に
』

（社
会
評
論
社
）
な
ど
。


